
保守技術の革新によって、安全を確保しつつ保守の省力化を図ることが、地方鉄
道の維持発展を図る上で重要なテーマとなっている。軌道の巡回目視や手検測
作業を補完し、軌道状態の変化をいち早く発見・監視する目的に使用できるプ
ローブ車両を適用した保守技術について報告する。

地方鉄道の保守に係る革新的技術
－プローブ車両による保全性向上対策－
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